
第
四
項
　
悦
峯
禅
師
と
の
対
面

『
略
記
』
の
本
伝
遺
事
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

惟
時
正
徳
二
年
冬
十
一
月
黄
檗ノ

悦
峯
禅
師
始
来
二

江
府
一

詣
二

文
昭
院
殿
牌
前ニ
一

已ニ

亦
礼
二

見テ

于
師ニ
一

云ク

我
在テ
二

支
那ニ
一

聴
二

ク
コ
ト

師ノ

佳
名ヲ
一

既ニ

旧シ

今
既ニ

得
二

良
遘ヲ
一

是レ

予ガ

大
幸ナ

リ
ト

云
云
且ツ

曰ク

吾モ

亦
信
二

浄
教ヲ
一

修
二

念
佛
一

然
間
雖
二

宗
塗
異ト
一

西
皈ノ

之
志シ

同シ

故ニ

今
尽
二

衷
曲
一

得
レ

タ
リ
ト

遂
二

ル
コ
ト
ヲ

素
志ヲ
一

也
矣
後
歴テ
二

両
三
載ヲ
一

悦
峯
遠ク

送
二

一
捧ノ

書ヲ

於
師ニ
一

問
候
也
荷
法ノ

微
志
呼
夫レ

無キ
レ

私
者ノ

カ

乎
是
乃チ

師ノ

俊
徳
而モ

令ム
ル
ノ
ミ

尓
而
巳

『
行
状
記
』
に
そ
の
書
が
出
て
い
る
の
で
引
用
し
て
お
き
た
い
。

前
住
増
上
祐
天
大
僧
正
慈
啓ス

支
那
西
湖
唐

僧
字ハ

悦
峯
法
名
道
章
来
朝
三
十
年
矣
今
住
二

山

城
州
宇
治
黄
檗
万
福
寺ニ
一

独
湛
老
人ノ

法
嗣
也
謹テ

啓ス

法
幢
垂ル

コ
ト

晩シ

道
頼ラ
レ

人ニ

興ル

九
鼎
一
絲ノ

如
千
岐
坐ニ

断ス

恭ク

惟レ
ハ

大
僧
正
座
下
　
夙ニ

乗
二

願
力
一

赤
手
啓ラ

沃ス

於
群
生ニ
一

高ク

奪
錦
標ヲ
一

宗
音
伝テ

唱
二

於
金
殿
一

古
今
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遐ニ

仰キ

百
世
潜ミ

思
章
昔
拝シ

テ

別
二

蓮
室ニ
一

屈
レ

ス
レ
ハ

指ヲ

三
戴
矣

因ラ

想フ
二

手
中ノ

如
意
一

精
神
如
レ

旧
固ニ

宜ク
シ
二

逐
レ

時
問
一レ

候
只

恐
三

混
二

淆
清
浄
観
門
一

然
リ

而
求
生
之
念
千
里
同
風

頃ロ

聞
　
座
下
退
二

歩
官
刹ヲ
一

獲ス
ト

此ノ

放
間
之
処ヲ

緬ニ

惟レ
ハ

黄
花
翠
竹
別ニ

有
二

住
趣
一

実ニ

是
法
身
長
養
之
日
人

天
慶
讃
之
秋
也
令
二

人ヲ
シ
テ

不
一レ

勝
二

景
望ニ
一

嵩
祝
之
至

謹
脩
二

短
箋
一

奉
レ

賀
併
候
二

近
况
一

唐
茗
壹
箱
引
意
敢

祈
二

慈
納
一

是レ

荷ス

外
附
二

和
書
一
緘
一

謹
奉
二

侍
司
下
一

以
叙
二

悲
懇
下

情ヲ
一

冀ハ

垂
二

レ
タ
マ

照
亮
章
不
レ

勝
二

感
戴
之
切ニ
一

至
祷
々
々

恭
上

前
住
増
上
祐
天
大
僧
正
座
下

黄
檗
道
章
和
南
拝

十
月
十
五
日

こ
の
書
は
、「
縁
山
志
」
十
（『
浄
全
』
十
九
、
五
〇
〇
頁
）
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
主
文
の
み
し
か

載
せ
て
い
な
い
。
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悦
峯
は
、
宝
永
五
年
三
月
二
十
四
日
綱
吉
に
呼
ば
れ
法
門
し
て
い
る
（『
常
実
記
』）
ほ
ど
の
名
の
通
っ
た

名
僧
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
と
き
増
上
寺
に
来
て
了
也
と
も
会
っ
て
い
る
（「
縁
山
志
」
十
、『
浄
全
』
四

九
三
頁
）。
家
宣
の
時
代
に
な
っ
て
も
宝
永
六
年
九
月
十
五
日
に
家
宣
の
将
軍
継
承
の
祝
い
に
参
上
し
て
い
る

（『
文
実
記
』）。『
有
章
院
殿
御
実
記
』（
以
下
『
有
実
記
』）
に
は
、
悦
峯
の
参
詣
の
記
述
は
な
い
が
、
悦
峯
は

家
宣
に
会
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
薨
去
の
の
ち
、
そ
の
牌
前
に
お
詣
り
し
た
可
能
性
は
高
い
。
薨
去
は
正
徳

二
年
十
月
十
四
日
で
あ
り
、『
略
記
』
に
は
翌
月
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
か
ら
時
間
的
に
は
あ
り
う
る
こ
と
で

あ
る
。

悦
峯
と
祐
天
の
話
の
内
容
で
あ
る
が
、
伝
記
上
の
多
少
の
脚
色
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
書
に
よ
る
と

悦
峯
は
来
朝
し
て
三
十
年
と
言
う
。
書
の
宛
名
か
ら
言
う
と
文
昭
院
殿
の
三
回
忌
の
終
わ
っ
た
正
徳
四
年
の

書
と
推
定
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
三
十
年
前
は
、
貞
享
元
年
に
あ
た
る
。
そ
の
年
、
祐
天
は
ま
だ
増
上
寺
の
学
寮

に
い
た
頃
で
あ
る
。
も
し
、
本
当
に
悦
峯
が
祐
天
の
名
を
中
国
で
聞
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
累
得
脱

の
話
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
真
実
と
す
れ
ば
祐
天
の
名
声
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
勢
い
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
累
の
話
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
有
名
に
な
る
の
は
『
聞
書
』
の
発
刊
が
引
き
金

に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
お
そ
ら
く
宇
治
の
黄
檗
山
で
伝
え
聞
い
た
話
が
大
き
く
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
話
が
、
伝
記
上
重
視
さ
れ
る
の
は
、
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
隠
元
禅
師
を
開
祖
と
す
る
黄
檗
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宗
の
当
時
首
座
に
あ
っ
た
悦
峯
が
、
祐
天
を
尋
ね
そ
の
道
名
に
敬
服
し
書
ま
で
し
た
た
め
た
と
い
う
そ
の
事

実
で
あ
ろ
う
。

第
五
項
　
家
宣
と
祐
天

綱
吉
亡
き
あ
と
、
政
治
改
革
を
進
め
る
家
宣
は
祐
天
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
も
述
べ
た
が
、
門
周
は
宝
永
七
年
に
一
度
家
宣
に
辞
意
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
は

家
宣
は
特
に
祐
天
を
増
上
寺
に
登
ら
せ
る
こ
と
を
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
常
憲
院

殿
の
三
回
忌
（
宝
永
七
年
十
月
十
日
結
願
）、
桂
昌
院
の
七
回
忌
（
正
徳
元
年
六
月
十
九
日
結
願
）（『
文
実
記
』）

が
終
わ
る
と
、
家
宣
は
門
周
に
辞
職
を
促
し
（「
縁
山
志
」
前
出
）、
祐
天
を
即
席
大
僧
正
と
し
て
取
り
立
て

た
の
で
あ
る
。
破
格
の
待
遇
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

倹
約
を
旨
と
す
る
家
宣
の
政
策
上
、
表
向
き
祐
天
と
の
か
か
わ
り
合
い
は
『
文
実
記
』
に
は
少
な
い
。
残

念
な
が
ら
、
家
宣
は
、
翌
正
徳
二
年
十
月
十
四
日
薨
去
し
、
表
面
上
の
つ
な
が
り
に
関
し
て
の
資
料
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
言
っ
て
良
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
家
宣
の
た
め

馳
二

セ
テ

使ヲ

乎
増
上
寺ニ
一

大
殿ノ

之
中ニ

別ニ

所
二

ロ
ノ

奉
安
一

阿
弥
陀
佛ノ

像
﹇
割
注
﹈

イ

倚
像ニ

シ
テ

高
二
尺
六
寸
世
称
二

ス
ル
ハ

黒
本
尊ト
一

者
是レ

也ナ
リ

」
請
二

入シ
テ

之レ
ヲ

於
営
中ニ
一
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（『
略
記
』）


